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＜新館紹介＞
東京理科大学神楽坂図書館（リニューアル），
富士見図書室（新設）
狩 野 延 枝
1．はじめに
東京理科大学（以下本学）は約 130 年余りの歴史
があり，神楽坂，野田，葛飾，長万部にキャンパス
を持ち，それぞれのキャンパスに図書館を設置して
いる。昨年度までは，1993 年に埼玉県久喜市に開
設した久喜キャンパスにも図書館があった。利用者
は窓から見える自然豊かな景色を前に本を開き学習
に勤しむことができた。久喜キャンパスは経営学部
経営学科（1 学部 1 学科・学生数約 1,200 人）の学
生が学び，テニスコートやサッカー場なども完備し
ていた。文武両道で地域との親交も厚く，有意義な
学生生活をおくる環境にも恵まれていた。惜しまれ
ながらも 2016 年 3 月に久喜キャンパスは 23 年の歴
史を閉じ，同年 4月に千代田区富士見町に，新たに
ビジネスエコノミクス学科を新設し移転した。現在
ビジネスエコノミクス学科は 1年生だけが在籍して
いるが 3年後には 1年生から 4年生まで全学年が揃
い，経営学科と合わせると約 2,000 人の学生が富士
見校舎で学ぶこととなる。
現在の神楽坂図書館（1 号館 9・10・11 階）は，
1980 年に設置されたが，その後多少の改修が行わ
れた経緯がある。移転する経営学部学生のために，
神楽坂図書館は，2015 年の夏休み期間を利用して，
大幅な改修工事が施工された。新設予定の富士見図
書室は閲覧席が 72 席と新設学科が全学年に学生を
置く 2019 年度の学生数（約 2,000 人）に対し，閲
覧席の割合は約 3.6％と低い。神楽坂図書館に経営
学部学生も利用できるように閲覧室・閲覧席を増設
することになった。神楽坂図書館の 9階は製本雑誌
を多数置き，暗いイメージがあった。所蔵する約
26,000 冊の製本雑誌中約 20,000 冊は商業施設を複
合した本学 PORTA 会館の地下に新書庫を設置し
移管した。それまで製本雑誌を配架していた 9階は
書架を撤去し，閲覧室に改修され明るく変容した。
（写真 3，5参照）神楽坂図書館は 1980 年の開設以
来長年 9階への入庫には，記帳を義務付ける閉架書
架として運用していた。近年は無記入で 9階に降り
ることが許可されていたが，館内の 10 階と 9 階を
結ぶ動線は，横幅の狭い螺旋階段（写真 6）だけで
あった。今回の改修で一般的な幅広の階段に付け替
えられた。それによって開放的な環境を作り出すこ
とができ，9 階に滞在する利用者数も増加し，より
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快適で便利な環境に変わった。
一方 2016 年 4 月に新設された富士見校舎は神楽
坂校舎への地の利も良く，本学では神楽坂キャンパ
スの一部として位置づけている。富士見校舎 1階に
ある富士見図書室は運用上神楽坂図書館に帰属し，
主に経営学部学生が授業で使う経営系の資料を中心
に所蔵し 2016 年 4 月に運用を開始した。同年 3 月
には久喜キャンパスからの移転にともない大幅な蔵
書内容の見直しを余儀なくされたが，使い勝手がよ
く学習効果が高く，コンパクトであっても洗練され
た「都市型図書館・図書室」を目差し，日々利用者
へのサービスに努めている。
2．図書館施設概要
（）神楽坂図書館施設概要
所在地：東京都新宿区神楽坂 1− 3
改修の設計管理：塚田 幹夫
施工：竹中工務店
工期：2015 年 8 月〜9 月
号館・階数：1 号館 9・10・11 階
PORTA会館地下書庫
延床面積：1918.75m
2
収納冊数：200,000 冊
蔵書数：156,968 冊
座席数：585 席（52 席増設）
ラーニングコモンズ施設：多目的室 4室
＜内訳＞− 60名収容 1室，18名収容 3室
ホワイトボート，電子黒板（1台）備付
＜主な使用例＞
プレゼンテーション，研究発表の練習やゼミ等
（）神楽坂図書館平面図（改修前・後）
大学図書館研究 CIV（2016.11）
93
写真 神楽坂校舎
左より 1号館（図書館は 9〜11 階），7号館，9号館
図 1, 2, 3 神楽坂図書館 9〜11 階改修前平面図
図 4, 5, 6 神楽坂図書館 9〜11 階改修後平面図
図 1
図 2
図 3
図 4
図 5
図 6
（）PORTA書庫の新設
神楽坂図書館 9 階には約 26,000 冊の製本雑誌を
置いていたが，閲覧室に改修するため，座席数を増
やすために 2015 年 8月に閲覧室として改修すること
になった。代わりに神楽坂キャンパス内の PORTA
会館の地下スペースに新たに書庫を作り，移管する
ことになった。収納冊数を増やすために高層書架
（高さ 3.818 メートル・9段）を設置することになっ
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写真 2 9 階 集密書庫（複式 7連 24基）
1980 年設置，35 年間使用の移動棚（手動）
写真 3 9 階 閲覧室
明るく開放感のある閲覧室に変容
神楽坂図書館＜改修前＞ 神楽坂図書館＜改修後＞
写真 4 9 階 製本雑誌書架
複式 6連 8基が並ぶ
写真 5 9 階 閲覧室
白を基調とし明るいイメージのキャレルディスク
写真 6 9〜10 階の螺旋階段
9 階は開設当初は入庫を制限する，
閉架式書架として運用していた
写真 7 改修された 9〜10 階の階段
螺旋階段を取り外し，明るく安全性を
考慮した階段に改修
た。書架上層部（5〜9 段）には，耐震用の免震装
置が取り付けられている。また滑止めシートを活用
し地震が起きた場合にも資料が落下しないように備
えている。
移管にあたり重複雑誌の整理を行い，電子ジャー
ナルの永久アクセス権の所持を再確認し，保存する
ものと廃棄する資料を区分した。現在，PORTA地
下書庫は神楽坂図書館 9 階にあった製本雑誌を約
20,000 冊，久喜図書館から移管した約 5,000 冊を配
架している。
（）富士見図書室施設概要
所在地：東京都千代田区富士見町 1-11-2
設計者：塚田 幹夫
施工：竹中工務店
工期：2015 年 10 月〜2016 年 3 月
富士見校舎 1階，地下書庫
延床面積：1 階 300.7m
2
地下書庫 58.77m
2
収納冊数：2.2 万冊
所蔵冊数：17,758 冊
（）全館共通資料
電子ジャーナル：約 11,000タイトル
電子ブック：34,000タイトル
主なデータベース：SciFinder，Web of Science，
JDreamⅢ，他
Financial Quest（富士見図書室のみ）
3．主な富士見校舎の学習設備
①ターミナル室（富士見校舎 4階）
貸出ノート PCを使った情報リテラシー教育に使
用，90 人収容− 2 室
情報システム課が対応。図書館のデータベース講習
会に利用。
②学習相談室（富士見校舎 4階）
科目：数学
相談実施日：授業がある期間の火・木曜日
本学学事課が対応。
図 7の図面からも分かるように，富士見図書室は
延床面積が小さいため，壁面には高層書架を取り付
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写真 8 PORTA地下書庫
写真 10 富士見校舎 1階図書室外景
写真 9 PORTA地下書庫
ステップ
図 7 富士見校舎 1階
富士見図書室は太めの点線部分内
写真 11 富士見図書室
け，収納冊数を最大限に増やしている。閲覧席に配
置された 3列の書架は，室内を見渡せるように考慮
され低層書架が選ばれた。横幅は 7.23 メートルの
長さがあり，ダークブラウンの木目が落ち着いた印
象を与えている。閲覧席には目に優しいタイプの照
明が並び，丸く大きな傘からの灯りは洗練された都
会的な雰囲気を醸し出している。冊子では補えない
部分は電子資料を購入し，書架スペースや閲覧席へ
の負担を軽減している。
近年本学図書館では，2009 年より導入したリン
クリゾルバ SFXを使った電子資料の利用案内を積
極的に行っている。また，経営学部への学習支援の
特徴としては冊子・電子を問わず，ノーベル経済学
賞受賞者による著書や，本学に寄与して下さってい
る経営者や経営コンサルタント（例：マイケル・ク
スマノMIT スローン経営学大学院教授・本学特任
副学長）の執筆本等を置き，起業や市場調査，IoT
（Internet of Things）がもたらす経済効果などに関
する本を揃え，幅広く利用の促進を図っている。
4．久喜図書館からの移転時の工夫
久喜キャンパスでは図書館に約 50,000 冊の図書
を，保存書庫にもまた約 50,000 冊の図書を所蔵し
ていた。図書館に配架していた資料については，教
員に移管先の選別をお願いした。製本雑誌について
は，神楽坂図書館との重複資料，電子ジャーナルで
永久アクセス権を所有するものを廃棄した。
久喜保存書庫は，約 10 年前より神楽坂図書館の
書架の飽和状態を改善するために，利用頻度が減少
した資料を移し，保存する目的で運用されていた。
保存書庫として建設されたものではなく，久喜キャ
ンパスの空いているスペースを活用して書架を並べ
資料を箱に詰めた状態であった。しかし箱には連続
した番号を付し，図書館システムからの検索にも十
分に応えられるようにしていた。久喜キャンパスを
閉じることとなり，保存書庫の廃止も決定した。
保存書庫には本学にとって貴重な古い資料も置い
ていたため，一定の発行年を目安にリストを作成
し，別途保存するための抜き取り作業を行い資料の
散逸を防いだ。
5．学習支援の充実
①神楽坂図書館
・閲覧室，閲覧席の増設
・学習相談室の移設
2015 年度まで使用していた学習相談室は図書館
事務室を改修して作ったもので，授業のある期間の
火・金曜日に各 2回実施していた。しかしこの学習
相談室内で話す学生の内容や Educational Suppor-
tersの声が隣接する図書館事務室に響いてしまう
欠陥があった。神楽坂図書館の改修時に，「学習相
談室を 11 階にある多目的室に移す」案が出され，
関係部署との調整を行い 2016 年度より移設するこ
とができた。それによって学習相談を受ける学生の
プライバシーの保護が守られ，事務室内の環境整備
に繋がった。
②富士見図書室
・日経 Financial Questの利用講習会実施（2016 年
5 月 12日）
久喜図書館においては，過去数年間データベース
の講習会を開催しなかったが，2016 年度より再開
し，手初めに図書館スタッフのための日経 Finan-
cial Quest の講習会を実施した。今後は学生や教員
を対象として神楽坂図書館同様にWeb of Science，
JDreamIIIも含めて富士見校舎で実施したいと考え
ている。
・アメニティ向上の工夫
富士見校舎のある付近は，近隣の住民へのプライ
バシー保護への配慮が必要とされている。窓の開閉
や利用には厳しい制限がある。しかし設計者の配慮
により富士見図書室の歩道に面した窓にはフイルム
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写真 12 神楽坂図書館多目的室での学習相談
写真 13 データベース検索用 PC
等の目隠しを貼らず，利用者がブラインド越しの景
色を楽しめるように作られている。
③共通（神楽坂図書館，富士見図書室）
・教科書・参考書コーナー
本学の野田図書館，葛飾図書館では授業の教科書
や参考書を館内貸出として閲覧できるコーナーを設
けている。昨年 12 月に利用者より希望があり，神
楽坂図書館，富士見図書室にも 2016 年度より教科
書・参考書のコーナーを設けた。学生からの評判も
良く利用者サービスの向上に繋がった。
・サイン
館内のサインも改修及び新設に伴い，新調された
ものである。本学のスクールカラーを基調に色によ
る区分を行い，分かり易く印象のよいものに仕上
がっている。
富士見書架の高層書架につけた横長のサインは書
架の色調に合わせた手製のものである。
6．今後の課題
都内の山手線の中にある大学の図書館・図書室で
は図書を配架するスペースの問題が大きな課題であ
る。特に現在使用している建物が古く建て替えが難
しい本学にとっては，頭の痛い問題となっている。
交通の便や学生募集の効果を考慮すると，新宿区神
楽坂及び千代田区富士見町という場所の持つメリッ
トは大きい。そのため本学神楽坂図書館ではスペー
スをあまり使わずに，学習効果を高める機能的な都
市型図書館を目差し，富士見図書室では洗練された
デザインを活かし，書斎のような空間を作るお洒落
な都市型図書館を模索している。
近年本学では冊子体の図書だけではなく，電子
ブック等を活用しスペースを取らない方法を取り入
れている。また別の支援策として他キャンパスから
の迅速な借り受けを実施している。（朝 9時 30分ま
でに申し込めば，神楽坂図書館，富士見図書室は当
日中に利用者に図書が届く）
2015 年度に改修した神楽坂図書館では座席数は
増えたが，まだまだ十分とは言えず定期試験期に
は，座席を確保するために開館前から並ぶ学生も多
い。
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写真 16 神楽坂図書館サイン
写真 14 神楽坂図書館教科書コーナー
写真 15 富士見図書室シラバスコーナー
写真 17 富士見図書室 閲覧席
富士見図書室では，迅速に新設のビジネスエコノ
ミクス学科への学習支援を整えて行きたい。今後は
神楽坂図書館・富士見図書室の連携を通し，双方の
長所を活用しながら学習環境の充実に向けた取り組
みを進めて行きたいと考える。
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